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1 ． は じ め に
日 本 は ， 世 界 的 に み て も 少 子 高 齢 化 が 進 む ス ピ ー ド が
速 く ， 認 知 症 高 齢 者 数 及 び 認 知 症 有 病 率 も 今 後 さ ら に 増
加 し ， 2 0 2 5 年 の 有 病 者 数 は 約 7 0 0 万 人 に な る と 推 計 さ れ
て い る （ 厚 生 労 働 省 2 0 1 8 ) 。 認 知 症 高 齢 者 の 増 加 に 伴 い
B P S D の 出 現 率 も 高 く な っ て い る 。
B P S D と は ,1 9 9 6 年 の 国 際 老 年 精 神 医 学 会 ( I n t e m a t i o n a l
P s y c h o g e r i a t r i c A s s o c i a t i o n ) に て 「 認 知 症 の 行 動 ・ 心 理 症 状
( b e h a v i o r a l a n d p s y c h o l o g i c a l s y m p t o m s o f d e m e n t i a ; B P S D ) 」 と
し て 提 唱 さ れ た も の で あ る I ) ｡ B P S D は ，「 認 知 症 患 者 に
頻 繁 に み ら れ る 知 覚 ， 思 考 内 容 ， 気 分 ， 行 動 の 障 害 の 症
候 」 と 定 義 さ れ て い る 。 行 動 症 状 と 心 理 症 状 に 分 類 さ れ ，
行 動 症 状 は 「 通 常 は 患 者 の 観 察 結 果 に よ っ て 明 ら か に さ
れ る も の ｣ ， 心 理 症 状 は 「 通 常 は ， 主 と し て 患 者 や 親 族
と の 面 談 に よ っ て 明 ら か に さ れ る も の 」 と さ れ て い る 。
B P S D の 症 状 は ， 認 知 症 高 齢 者 本 人 の 施 設 入 所 や 医 療 機
関 へ の 入 院 緊 急 受 診 の 契 機 と な り ， 介 護 者 の 介 護 負 担 を
高 め ， 認 知 症 高 齢 者 と 介 護 者 の Q O L を 低 下 さ せ ， 医 療
介 護 の 費 用 を 高 め る 重 大 な 要 因 と な っ て い る 。
B P S D の 先 行 研 究 と し て は ， 佐 藤 ・ 小 木 曽 ( 2 0 1 2 ) は ，
4 県 の 介 護 老 人 保 健 施 設 2 0 施 設 に お い て 有 意 抽 出 法 を 用
い て サ ン プ リ ン グ を 行 い ， 認 知 症 高 齢 者 の 3 2 項 目 の
B P S D に 対 す る ケ ア の 困 難 性 を 看 護 職 と 介 護 職 の 視 点 か
ら 比 較 検 討 し て い る 。 B P S D に 対 す る ケ ア の 困 難 性 に つ
い て は ． 困 難 （ 負 担 ） 4 点 ， 少 し 困 難 3 点 ， あ ま り 困 難 で
は な い 2 点 ， 困 難 で な い （ 負 担 で な い ) 1 点 の 4 段 階 で 評 価
し て い る 。 得 点 が 高 い ほ ど ケ ア の 困 難 性 が 増 す と い う か
た ち で 評 価 し て い る 。 看 謹 職 は 「 行 動 的 攻 撃 ｣ ， 介 護 職
は 「 自 殺 企 図 」 が 最 も 困 難 で あ る と 感 じ て い る と の 結 果
が 示 さ れ た 。 看 謹 職 あ る い は 介 護 職 に お い て 平 均 値 が 3 . 0
以 上 B P S D に 蒲 目 し 相 関 係 数 を 求 め る と 「 睡 眠 障 害 」
｢ 多 動 」 「 せ ん 妄 」 「 俳 棡 ・ 迷 子 」 「 易 怒 ・ 興 奮 」 「 拒 薬 ・
拒 否 ・ 拒 絶 」 「 不 潔 行 為 」 の 項 目 間 に お い て す べ て 相 関
関 係 が み ら れ た 。 看 護 職 と 介 護 職 で は ケ ア の 困 難 性 に つ
い て 異 な る 意 識 を 持 っ て お り ， そ れ ぞ れ の 職 種 の 補 完 を
す る こ と が 必 要 で あ る こ と を 明 ら か に し て い る 。
谷 川 ら ( 2 0 1 6 ) は ，国 際 老 年 精 神 医 学 会 に よ る B P S D
の 特 徴 的 症 状 に 関 す る 3 群 へ の グ ル ー プ 分 け の 重 要 性 に
つ い て 注 意 を 喚 起 し て い る 。 グ ル ー プ I は 「 B P S D の 頻
度 が 高 く 介 護 者 が 最 も 悩 ま さ れ る 症 状 群 ｣ ， グ ル ー プ Ⅱ
は 「 B P S D の 頻 度 が 中 等 度 で ， 介 護 者 が や や 悩 ま さ れ る
症 状 群 ｣ ， グ ル ー プ Ⅲ は 「 管 理 可 能 な 症 状 群 」 で あ る 。
こ の グ ル ー プ 分 け で は 症 状 の 頻 度 と ケ ア の 困 難 性 の 双 方
が 考 慮 さ れ て い る 。
B P S D に 対 す る ケ ア の 困 難 度 を 明 ら か に す る こ と は ．
介 謹 負 担 の 軽 減 に つ い て の 考 察 を 深 め る こ と に つ な が
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｢ 4 ． 自 殺 企 図 」 「 1 4 . 幻 視 」 「 2 2 . 依 存 」 「 2 6 . 火 の 不 始 末 」
｢ 2 7 ． 収 集 癖 」「 2 8 ． 不 潔 行 為 」 「 3 1 ． 異 食 」 「 3 2 ． 過 食 」
の 8 項 目 で あ っ た 。
l ケ ー ス 以 上 に 症 状 が あ っ た 項 目 に 関 し て ， 症 状 が
あ っ た ケ ー ス の 点 数 の 平 均 値 を 求 め た 。 2 点 以 下 は ， 「 3 ．
抑 う つ 」 「 5 ． 自 発 性 低 下 」 「 8 ． 感 情 失 禁 」 「 9 ． 焦 燥 」 「 l l .
妄 想 」 「 1 3 . 幻 聴 」 「 2 3 ．人 物 誤 認 」 「 2 4 ． 人 物 に 関 す る
状 況 誤 認 ｣ 「 2 5 ． 場 所 に 関 す る 状 況 誤 認 ｣ 「 2 9 ． 排 泄 」 「 3 0 ．
多 弁 」 の l l 項 目 で あ っ た 。 3 点 以 上 の 項 目 は ． 「 l . 睡 眠
障 害 」 「 2 ． 不 安 症 状 ｣ ｢ 6 ． 心 気 ｣ 「 7 ． 気 分 の 易 変 性 ｣ 「 1 0 ．
多 動 」 「 1 2 . 被 害 妄 想 ｣ 「 1 5 ． せ ん 妄 」 「 1 6 ． 逸 脱 行 為 」 「 1 7 .
排 ｲ i m l． 迷 子 」 「 1 8 ． 易 怒 ・ 興 奮 」 「 1 9 . 拒 薬 ・ 拒 食 ・ 拒 否 」
｢ 2 0 ． 言 語 的 攻 喋 （ 雛 言 ) 」 「 2 1 . 行 動 的 攻 撃 （ 暴 力 ) 」 の
1 3 項 目 で あ っ た 。 平 均 値 の 高 さ に よ り 判 断 す る と ， ケ ア
ス タ ッ フ が 蛾 も 困 難 だ と 感 じ て い る 症 状 は 「 1 9 . 拒 薬 ・
拒 否 ・ 拒 絶 」 で あ り ． 次 い で 「 1 6 ． 逸 脱 行 為 」 「 2 1 . 行
動 的 攻 撃 （ 暴 力 ) 」 で あ る と 考 え ら れ る 。
佐 藤 ・ 小 木 曽 （ 2 0 1 2 ） の 研 究 と 比 較 す る と ．「 l . 睡 眠
障 害 」 「 1 5 ． せ ん 妄 」 「 1 6 . 逸 脱 行 為 」 「 1 7 . 俳 掴 ・ 迷 子 」
｢ 1 8 . 易 怒 ・ 興 蒋 」 「 1 9 . 拒 薬 ・ 拒 否 ・ 拒 絶 」 「 2 0 ． 言 語
的 攻 嬢 （ 雛 笥 ) 」 「 2 1 . 言 語 的 攻 撃 （ 暴 力 ) 」 の 項 目 に お い
て 類 似 し た 平 均 値 が 認 め ら れ た 。
3 . 3 . B P S D の ケ ア の 困 難 度 と 頻 度
図 3 は , B P S D 各 項 目 の ケ ア の 困 難 度 と 頻 度 の 平 均 値
を 散 布 図 に 描 い た も の で あ る 。 こ の 結 果 か ら B P S D の 症
状 は 3 グ ル ー プ に 分 け ら れ る o l つ 目 の グ ル ー プ は 「 ケ ア
の 困 難 度 が 2 以 上 で 頻 度 が 5 日 以 上 の 項 目 群 ｣ ．2 つ 目 の グ
ル ー プ は 「 ケ ア の 困 難 度 が 2 以 上 で 頻 度 が 5 日 未 満 の 項 目
群 ｣ ， 3 つ 目 の グ ル ー プ は 「 ケ ア の 困 難 度 が 2 未 満 で 頻 度
が 6 日 以 上 の 項 目 群 」 で あ る 。
谷 川 ら ( 2 0 1 6 ) が 注 意 喚 起 し て い る 国 際 老 年 精 神 医 学
会 に よ る B P S D の 特 徴 的 症 状 に 関 す る 3 群 へ の グ ル ー プ
分 け と 比 較 す る と , 1 つ 目 の グ ル ー プ は グ ル ー プ I
｢ B P S D の 頻 度 が 尚 く 介 護 者 が 最 も 悩 ま さ れ る 症 状 群 ｣ ，
2 つ 目 の グ ル ー プ は グ ル ー プ Ⅱ 「 B P S D の 頻 度 が 中 等 度
で ， 介 護 者 が や や 悩 ま さ れ る 症 状 群 ｣ ． 3 つ 目 の グ ル ー プ
は グ ル ー プ Ⅲ 「 管 理 可 能 な 症 状 群 」 と あ る 程 度 重 な る と
考 え る こ と が で き る 。
各 グ ル ー プ を 見 る と ， 3 つ の グ ル ー プ 全 て に お い て 症
状 群 の 内 容 に つ い て 完 全 な 一 致 は 認 め ら れ な か っ た 。 1
つ 目 の グ ル ー プ 「 ケ ア の 困 難 度 が 2 以 上 で 頻 度 が 5 日 以 上
の 項 目 群 」 は , ｢ l . 睡 眠 障 害 」 「 2 ． 不 安 症 状 」 「 6 . 心 気 」
｢ 7 ． 気 分 の 易 変 性 」 「 l O ． 多 動 ｣ 「 l l . 妄 想 ｣ 「 1 5 ． せ ん 妄 」
る 。 本 稿 で は ， 既 存 研 究 を 参 考 に し つ つ 糀 神 科 病 院 に 入
院 し た 認 知 症 尚 齢 者 の B P S D の 出 現 状 況 と ケ ア の 困 難 性
に つ い て 検 討 す る 。
2 ． 研 究 方 法
2 . 1 ． 調 査 方 法
対 象 施 設 は , A 糀 神 科 病 院 l 施 設 で あ る 。 佐 縢 ・ 小 木
曽 （ 2 0 1 2 ） な ど の 先 行 研 究 を 参 考 に し て B P S D チ ェ ッ ク
リ ス ト を 作 成 し た 。 2 0 1 8 年 1 月 か ら 3 月 ま で の 間 に A 粘
神 科 病 院 に 入 院 し た 認 知 症 思 者 1 1 名 を 対 象 と し た 。
チ ェ ッ ク リ ス ト の 記 入 は ． 糀 神 科 病 院 の 地 域 連 挑 室 に 勤
務 し て い る 桁 神 保 健 福 祉 士 5 名 が 行 っ た 。 チ ェ ッ ク リ ス
ト の 記 入 に お い て は 、 認 知 症 患 者 の ケ ア を 行 っ て い る 病
棟 蒋 護 師 か ら の 情 報 も ふ ま え て 入 院 後 1 週 間 の B P S D の
頻 度 と ケ ア の 困 難 度 に つ い て 総 合 的 に 評 価 を 行 っ た 。
2 . 2 ． 倫 理 的 配 慮
調 査 目 的 に つ い て 病 院 長 に 説 明 し 同 意 を 得 た う え で ，
病 院 内 の 倫 理 委 員 会 に お い て 承 認 を 得 て い る 。 得 ら れ た
デ ー タ は 学 術 的 な 目 的 以 外 に は 使 用 し な い こ と を 約 束 し
た c さ ら に ． 個 人 名 が 特 定 さ れ な い よ う 個 人 情 報 に は 十
分 配 慮 し た 。
3 ． 調 査 結 果
3 . 1 .B P S D の 頻 度
図 l は ， 入 院 後 1 週 間 の B P S D の 頻 度 を 表 し た も の で あ
る 。 3 2 項 目 の B P S D の う ち ， 症 状 な し は 「 4 .I : 1 殺 企 図 」
｢ 1 4 ． 幻 視 」 「 2 2 . 依 存 」 「 2 6 . 火 の 不 始 末 」 「 2 7 . 収 集 癖 」
｢ 2 8 ． 不 潔 行 為 」 「 3 1 ． 異 食 」「 3 2 ． 過 食 」 の 8 項 目 で あ っ
た 。 症 状 が あ っ た 各 項 目 の 頻 度 の 平 均 値 を 求 め た と こ
ろ ， 5 日 以 上 6 日 未 満 は 「 2 ． 不 安 症 状 」 「 7 ． 気 分 の 易 変 性 」
｢ 1 0 . 多 動 」 「 l l . 妄 想 」「 1 6 . 逸 脱 行 動 」「 2 9 . 排 泄 」 の
6 項 目 ， 6 日 以 上 7 日 未 満 は 「 5 ． 自 発 性 低 下 」 「 1 8 . 易 怒 ・
興 禰 」 の 2 項 目 ， 7 日 は 「 l .l 睡 眠 l 蹴 害 」 「 3 . 抑 う つ 症 状 」
｢ 6 ． 心 気 」 「 1 3 ． 幻 聴 」 「 1 5 . せ ん 妄 」 「 2 3 . 人 物 誤 認 ｣ 「 2 4 .
人 物 に 関 す る 状 況 誤 認 」 「 2 5 ． 場 所 に 関 す る 状 況 誤 認 」
｢ 3 0 ． 多 弁 」 の 9 項 | 号 I で あ っ た 。
3 . 2 . B P S D の ケ ア の 困 難 度
図 2 は ． B P S D の ケ ア の 困 難 度 を 表 し た も の で あ る 。
佐 藤 ・ 小 木 曽 ( 2 0 1 2 ) の 研 究 を も と に 、 困 難 で な い （ 負
担 で な い ) 1 点 ， あ ま り 困 雌 で は な い 2 点 ， 少 し 困 難 3 点 ，
困 難 （ 負 担 ） 4 点 の 4 段 階 で 評 i l l i し て い る 。 点 数 が 低 い と
ケ ア の 困 難 度 が 低 く 点 数 が 商 い と ケ ア の 困 雌 度 が 商 い と
い う か た ち と な る 。 3 2 項 目 の B P S D の う ち ， 症 状 な し は
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認 知 症 高 齢 者 の B P S D に よ る ケ ア の 困 難 さ に つ い て
0 ％ 1 0 ％ 2 0 ％ 3 0 ％ 4 0 ％ 5 0 ％ 6 0 ％ 7 0 ％ 8 0 ％ 9 0 ％ 1 0 0 ％
1 1 1 睡 眠 障 害 （ 昼 夜 逆 転 ) 7 回
2 不 安 症 状 5 8 回
3 抑 う つ 症 状 7 回
4 自 殺 企 図 （ 自 殺 を 図 る ） 0 回
5 自 発 性 低 下 6 . 1 回
6 心 気 （ 過 度 に 心 配 す る ） 7 回
7 気 分 の 易 変 性 （ 気 分 が 変 わ り や す い ） 5 . 6 回
8 感 情 失 禁 （ 泣 い た り 怒 っ た り ） 2 回
9 焦 燥 （ 焦 る 様 子 ） 4 . 3 回
1 0 多 動 （ じ っ と し て い ら れ な い ） 5 . 5 回
1 1 妄 想 5 . 2 回
1 2 被 害 念 慮 （ 非 難 さ れ て い る と 思 う ） 1 . 5 回
1 3 幻 聴 7 回
1 4 幻 視 0 回
1 5 せ ん 妄 （ 夜 間 も 含 む ） 7 回
1 6 逸 脱 行 為 （ 社 会 概 念 か ら 外 れ る 行 動 ） 5 . 5 回
1 7 俳 佃 ・ 迷 子 4 . 4 回
1 8 易 怒 ・ 興 篭 6 . 1 回
1 9 拒 薬 ・ 拒 食 ・ 拒 絶 4 回
2 0 言 語 的 攻 嬢 （ 暴 言 ） 3 . 4 回
2 1 行 動 的 攻 撃 （ 暴 力 ） 3 . 1 回
2 2 依 存 0 回
2 3 人 物 誤 認 7 回
2 4 人 物 に 関 す る 状 況 誤 認 7 回
2 5 場 所 に 関 す る 状 況 誤 認 7 回
2 6 火 の 不 始 末 0 回
2 7 収 集 癖 0 回
2 8 不 潔 行 為 0 回
2 9 排 泄 （ 尿 失 禁 ・ 放 尿 ・ 便 失 禁 ） 5 6 回
3 0 多 弁 （ ま と ま り の な い 話 ） 7 回
3 1 異 食 0 回
3 2 過 食 （ 食 事 後 に も 食 事 の 訴 え が あ る ） 0 回
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図 1 B P S D の 頻 度 （ 入 院 後 1 週 間 ) 2 }
注 ： 項 目 端 の 右 の 数 値 は 症 状 あ り の ケ ー ス の 頻 度 の 平 均 値 。
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0 ％ 1 0 ％ 2 0 ％ 3 0 ％ 4 0 ％ 5 0 ％ 6 0 ％ 7 0 ％ 8 0 ％ 9 0 ％ 1 0 0 ％
1 . 睡 眠 障 害 （ 昼 夜 逆 転 ） 3 ( 3 . 1 ）
2 . 不 安 症 状 3 ( 2 . 8 ）
3 . 抑 う つ 症 状 1 ． 5 ( 3 . 1 ）
4 . 自 殺 企 図 （ 自 殺 を 図 る ） 0 ( 3 . 9 ）
5 . 自 発 性 低 下 1 ． 3 ( 2 . 7 ）
6 . 心 気 （ 過 度 に 心 配 す る ） 3 ( 2 . 7 ）
7 . 気 分 の 易 変 性 （ 気 分 が 変 わ り や す い ） 3 ． 3 ( 2 . 5 ）
8 . 感 情 失 禁 （ 泣 い た り 怒 っ た り ） 2 ． 5 ( 2 . 6 ）
9 . 焦 燥 （ 焦 る 様 子 ） 2 ． 8 ( 2 . 5 ）
1 0 . 多 動 （ じ っ と し て い ら れ な い ） 3 ( 3 . 2 ）
1 1 妄 想 2 7 ( 2 . 7 ）
1 2 . 被 害 念 慮 （ 非 難 さ れ て い る と 思 う ）3 ( 2 . 9 ）
1 3 幻 聴 1 ( 2 6 ）
1 4 . 幻 視 0 ( 2 . 6 ）
1 5 . せ ん 妄 （ 夜 間 も 含 む ） 3 ( 3 . 1 ）
1 6 . 逸 脱 行 為 （ 社 会 概 念 か ら 外 れ る 行 動 ）3 ． 5 ( 3 . 2 ）
1 7 . 俳 梱 ・ 迷 子 3 ( 3 . 1 ）
1 8 . 易 怒 ・ 興 奮 3 ( 3 . 3 ）
1 9 . 拒 薬 ・ 拒 食 ・ 拒 絶 3 ． 8 ( 3 . 5 ）
2 0 . 言 語 的 攻 撃 （ 暴 言 ）3 ． 3 ( 3 1 ）
2 1 . 行 動 的 攻 撃 （ 暴 力 ）3 ． 5 ( 3 6 ）
2 2 依 存 0 ( 2 . 6 ）
2 3 . 人 物 誤 認 1 ( 2 . 2 ）
2 4 人 物 に 関 す る 状 況 誤 認 1 ( 2 . 3 ）
2 5 . 場 所 に 関 す る 状 況 誤 認 1 ． 2 ( 2 . 4 ）
2 6 火 の 不 始 末 0 ( 3 . 5 ）
2 7 . 収 集 癖 0 ( 2 9 ）
2 8 . 不 潔 行 為 0 ( 3 3 ）
2 9 . 排 泄 （ 尿 失 禁 ・ 放 尿 ・ 便 失 禁 ）2 ． 1 ( 2 . 6 ）
3 0 . 多 弁 （ ま と ま り の な い 話 ） 1 ． 5 ( 2 )
3 1 異 食 0 ( 3 . 3 ）
3 2 . 過 食 （ 食 事 後 に も 食 事 の 訴 え が あ る ）0 ( 2 . 5 ）
． ｜ 「
?
? ? ?
「
? ? ?
■ ■ ■ ﾛ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ﾛ ■
~ ~ 一 ‐ ‐ " ~ … ~ ~ l l l I I l l l I l l l l l l l l l I I I l l I ' ' ' 1 1
’ － L L I「 ' ~ ~ 雫 ﾐ ﾐ ﾖ ﾆ ｭ ｼ 易
l 1 1 1 － T フ P T フ 『 フ 1
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ Z 勿 勿 , …
一
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ －
’ ’ ’ 1 一 ｜ r ＜ 、 L ノ ン ｢ ／ 1 1
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ﾛ ■ ■ Z " ク ク ー‐
~ ~ ー 可
－
? ? ?
I l － － L － 汐 〆 ’
? ? ?
?
?
》
?
?
?
?
? ?
I ’ 1
r = K ［
? ? ?
．?????????、?
?
｢ 一 一
■ I ’ 1
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
r 一 F ~ ー
｢ 一 一 ｢ 一 一
? ? ?
r ~ ~ 1
「 ｜ ｜ 「
ロ ’ I ’
｢ 一 ー r － T － － 1 ー II I i I ｜
了 ’
' 一 一 一 「 I l l I ｜ ‐ T － T 一 一 ’
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
~ ~ 1 － ~ = 十 一 十 - 二 聿 毒 ﾐ ﾐ F ミ 愚
■ 症 状 な し ■ 1 . 困 難 で は な い ■ 2 あ ま り 困 難 で は な い 乃 3 少 し 困 難 4 困 難 （ 負 担 ）
図 2 B P S D の ケ ア の 困 難 度
項 目 名 の 右 の 数 値 は 症 状 あ り の ケ ー ス の 困 難 度 の 平 均 値 。
項 目 名 の 右 の 括 弧 内 の 数 値 は 佐 藤 ・ 小 木 曽 ( 2 0 1 2 ) よ る 困 難 度 の 平 均 値 。
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ロ ■
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認 知 症 高 齢 者 の B P S D に よ る ケ ア の 困 難 さ に つ い て
ケ ア の 困 難 度 × 頻 度 ( 1 週 間 ）
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図 3 B P S D の ケ ア の 困 難 度 と 頻 度
4 ． ま と め
｢ 1 6 ． 逸 脱 行 為 」「 l 8 . 易 怒 ・ 興 蒋 」 「 2 9 . 排 泄 」 の 1 0 項
目 で あ り ， こ れ ら は B P S D の 頻 度 が 高 く ケ ア の 困 難 性 が
高 い 項 目 群 で あ る と い え る 。
こ の l O 項 目 の う ち ， 国 際 老 年 糟 神 医 学 会 が B P S D の 3
分 類 の グ ル ー プ I ｢ B P S D の 頻 度 が 高 く 介 護 者 が 最 も 悩
ま さ れ る 症 状 群 」 に 含 ま れ る 項 目 と 重 な る と 見 な し う る
項 目 を あ げ る と ， 「 1 ． 睡 眠 障 害 」 「 2 ． 不 安 症 状 」 「 6 ． 心
気 」 「 7 ． 気 分 の 易 変 性 」 「 l O . 多 動 」 「 l l ． 妄 想 」 「 1 8 .
易 怒 ・ 興 奮 」 の 7 項 目 で あ り ， か な り の 部 分 重 な っ て い
る 。 た だ し ， 同 じ グ ル ー プ I に 含 ま れ る と 見 な し う る
｢ 1 2 . 被 害 念 慮 」 と 「 2 1 . 行 動 的 攻 撃 」 は ． 本 研 究 で 扱 っ
た ケ ー ス で は ケ ア の 困 難 度 は 高 い が ． 頻 度 は 比 較 的 低
か っ た 。 「 3 ． 抑 う つ 症 状 」 と 「 1 3 . 幻 聴 」 も グ ル ー プ I
に 含 ま れ る と 見 な し う る が ， 本 研 究 で 扱 っ た ケ ー ス で は
頻 度 は 高 い が ケ ア の 困 難 度 は 比 較 的 低 か っ た 。
本 研 究 で は , 2 0 1 8 年 1 月 か ら 3 月 ま で の 間 に A 精 神 科
病 院 に 入 院 し た 認 知 症 患 者 l 1 名 に つ い て 入 院 後 1 週 間 の
B P S D を チ ェ ッ ク リ ス ト で 評 価 し ， 先 行 研 究 と 比 較 し た 。
今 回 の 調 査 で は , B P S D の 頻 度 と ケ ア の 困 難 さ に つ い て
着 目 し た 。 調 査 結 果 で は , ｢ 1 . 睡 眠 障 害 」 ｢ 2 . 不 安 症 状 」
｢ 6 ． 心 気 」 「 7 ． 気 分 の 易 変 性 」「 1 5 ． せ ん 妄 」 「 1 6 ． 逸 脱
行 為 」 が , B P S D の 頻 度 が 高 く ケ ア の 困 難 性 が 特 に 高
か っ た 。 し か し , ｢ 1 9 ． 拒 薬 ・ 拒 食 ・ 拒 絶 」 や 「 2 1 . 行
動 的 攻 撃 （ 暴 力 ) 」 の よ う に ケ ア の 困 難 性 は 高 い が 頻 度
は 比 較 的 低 い 項 目 も あ る 。 こ れ ら の 調 査 結 果 か ら B P S D
の 頻 度 と ケ ア の 困 難 性 に は 相 違 が あ る た め ， ケ ア の 困 難
性 と 頻 度 の 双 方 に 着 目 し B P S D の 緩 和 に 向 け た ケ ア を 実
践 す る こ と が 本 人 及 び ケ ア ス タ ッ フ の Q O L の 向 上 に 寄
与 す る こ と が 示 唆 さ れ た 。 さ ら に チ ェ ッ ク リ ス ト の 内 容
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を 工 夫 し ， よ り 多 く の ケ ー ス に 関 し て 検 討 を 行 っ て い く
の が 今 後 の 課 題 で あ る 。
注
l ) こ の 段 落 に お け る B P S D の 説 明 は ． 粟 田 ( 2 0 1 0 ) を 参 考 に
し て ま と め て い る 。
2 ) B P S D の 症 状 が 11 2 1 の う ち に 少 し で も 見 ら れ た 場 合 を 1 回 と
し た 。 た と え ば 「 2 回 」 と は ． 入 院 後 1 週 間 の 間 に B P S D の
症 状 が 見 ら れ た 日 が 2 日 あ っ た こ と を 示 す 。 な お ． チ ェ ッ ク
リ ス ト に 「 1 ～ 2 回 」 と い っ た 記 入 が な さ れ る 場 合 が あ り ．
そ の ' 蕊 は 「 1. 5 I n l 」 と し ，「 2 ～ 3 日 」 を 「 2 . 5 I E I 」 と し た 。
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